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令和８（２０２６）年７月８日版 髙谷
日時：令和８年７月１７日（金）１５：３０～１７：００頃
会場：県立北稜高校 会議室

「令和８年度：第二期 たまな地域高校生ピースボランティア」
取り組みについて

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク
※進行：本田 涼子

１ 挨拶・関係者自己紹介 ‥‥１５：３０～１５：３５
□第二期 たまな地域高校生ピースボランティア

三年女子３名（内一期生が２名）、同男子２名、一年生男子１名 計６名

２ 活動の趣旨、取り組み内容の紹介 ‥‥１５：３５～１５：５０
‥‥くまもと戦跡ネット 髙谷 和生

３ 大浜飛行場の空襲と戦争遺跡 ‥‥１５：５０～１６：０５
‥‥くまもと戦跡ネット 戸嵜 孝行

４ 紙芝居「長崎原爆被爆のおはなし」
‥‥１６：０５～１６：２５

三年生女子二名旧たまな地域ピースボランティア
第一期生

５ 浦田藤枝さん証言と意見交換
証言「伝えてきた私の長崎被爆体験」

（１）浦田さん、思いを聞かせてください！

（２）私たちは、この思いを心に刻みました！

（３）参加の玉名の小学生達と一緒に気づきたい、
感じたいことは！

（４）「平和の紙風船」づくりは
メッセージボードは

６ 第二期での取り組み等は

□浦田藤枝さん紙芝居「長崎
原爆被害のおはなし」

□活水高等女学校当時の浦田
さん１９４２年※写真中央

□玉名から見えた長崎原爆雲
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令和８（２０２６）年７月８日版

「令和８年度 たまな地域高校生ピースボランティア」事業計画案

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 髙谷和生
１ 事業趣旨

令和６年１０月８日に日本原水爆被爆者団体協議会の２０２４年ノーベル平和賞受
賞に際し、「ノーモア・ヒバクシャ」「核兵器廃絶」の声に耳を傾ける機会としたい。
あわせて、本年は被団協設立「７０周年」の節目でもある。
昨年度に引き続き、本年も地元玉名在住の被爆者浦田藤枝さんの証言を聞き、改め

て原爆被害と核兵器の脅威、 核廃絶を胸に刻みたい。
第二期となる本年度は、紙芝居等の上演等に関わる中で、次世代の高校生が平和継

続のため「何を学び、どの様に継承するのか」を考える取り組みとしたい。

２ 事業枠組み、内容
（１）「長崎被爆体験証言会と紙芝居 Ⅱ」への参加と

運営補助
ア 長崎被爆体験証言会と紙芝居
□証言会 「伝えてきた私の長崎被爆体験」
□証言者 浦田藤枝さん

※長崎純心高等女学校時に被爆
□期 日 令和８（２０２６）年８月１日（土）

開場：午後１時
開演：１時３０分～４時頃

□会 場 玉名市文化センター（中央公民館）
三階 大研修室 定員１５０名

□参加費 無 料
イ 当日運営等
□紙芝居上演「長崎原爆被害のおはなし」
□ワークショップ「平和の紙風船をつくろう」の
運営補助

□紙風船折りの手伝い、平和のメッセージ書きの
手伝い、平和のメッセージボードの検討

（２）北稜高校校内での長崎被爆体験証言会等の開催検討
□校内人権講演会（１０／１３予定）で「長崎被爆体験証言会」「日本被団協ノー
ベル平和賞受賞の講話会」開催の検討

□浦田さん証言紙芝居については、上演しやすいように更に「語り」部の改訂等

（３）その他・オプション
□大浜飛行場の現地フィールドワーク
□１９４５年５月１３日大浜飛行場空襲体験者中嶋征子さんの紙芝居「大浜空襲と
つながる命（仮）」の製作検討

３ 日程 等
①済み 一回目 ６月３０日（火）１４：００～１４：２０頃

担当の井芹教諭と北稜高校生徒有志の参加体制、全体計画等での協議
②二回目 ７月１７日（金） １５時３０分から１７時頃

※実施計画案は、別途作製
□浦田藤枝さんの長崎被爆体験のお話し、昨年度参加生徒による紙芝居上演、

大浜飛行場の紹介、生徒との交流・意見交換 他
□場所 校内会議室等
□参加者・関係者 北稜高校生徒有志・担当職員、くまもと戦跡ネット事務局

③三回目 ７月末の平日 ※期日・時間は調整
□玉名市立歴史博物館「熊本地震から１０年 くまもと戦争遺産被災レスキュ
ー」展等の見学、常設・企画展の見学

□くまもと戦跡ネット事務局員・玉名市博職員からの解説
④四回目 ８月１日（土）１３時から ※当日

□参加は、五名程度で運営補助と事前準備、後片付け ワークショップ
□妙法寺「お泊まり寺小屋」児童の参加

⑤五回目 ８／１９（水）９：３０～１２：００
□玉名ルーテル学童クラブ ※実施計画案は、別途作製
□玉名市歴史博物館「赤星亮衛」展見学と平和展見学、体験学習

⑥六回目 １０月上旬～下旬
□校内人権講演会での「長崎被爆体験証言会等」の開催検討

⑦七回目 １１月初旬 北稜高校「文化祭」

浦田藤枝さんの証言
令和７年８月２３日
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□活動発表、校内展示等の検討

４ その他
□参加する生徒へは､ボランティア証明｢たまな地域高校生ピースボランティア参加
証」を、玉名市教育長もしくは、くまもと戦跡ネットから発行する。

□参加生徒には、可能な限り交通費程度のクオカード等を準備する。

連 絡 先
□玉名市立歴史博物館こころピア 田中
□くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷 和生

〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
髙谷個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８
髙谷Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
ＨＰ ＵＲＬ http://www.kumamoto-senseki.net/
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くまもと戦後８０年の取り組み

□被爆体験証言会の紹介
「仲良くすれば戦争起きず」

２０２５年８月３ １日熊日記事

□たまな地域高校生ピースボラ
ンティアの紹介

「平和の大切さ学び、考え続
ける」 １ １月 １ ８日熊日記事


